
私
が
勤
務
し
て
い
る
伊
王
野
森
林
事
務

所
は
、
栃
木
県
北
東
部
の
那
須
町
に
あ
り
、

那
須
町
と
大
田
原
市
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。
管
理
す
る
国
有
林
は
、
栃
木
・

福
島
・
茨
城
の
三
県
に
ま
た
が
る
八
溝
山

地
に
位
置
し
ま
す
。

「
伊
王
野
」
は
、
伊
王
野
氏
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
霞
ヶ
城
の
城

跡
公
園
に
咲
く
藪
椿
や
蓑
沢
の
彼
岸
花
群

生
は
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
国
の
重
要
文
化
財
の
金
銅
阿
弥
陀
如

来
立
像
を
安
置
す
る
専
称
寺
を
は
じ
め
、

多
く
の
寺
社
仏
閣
や
民
話
に
生
き
る
北
向

き
地
蔵
な
ど
も
あ
り
、
三
蔵
川
の
清
流
に

沿
っ
た
山
里
に
は
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が
ひ
っ

そ
り
と
息
づ
い
て
い
る
と
の
噂
も
あ
り
ま

す
。「

道
の
駅

東
山
道

伊
王
野
」
は
、

全
国
的
に
有
名
で
す
。
大
き
な
水
車
が
あ
っ

て
、
水
車
に
つ
な
が
る
石
臼
で
挽
い
た
、

お
い
し
い
そ
ば
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
道
の
駅
の
中
の
ま
つ
り
伝
承
館
に

は
、
11
月
２
・
３
日
に
行
わ
れ
る
伊
王
野

秋
祭
り
で
使
わ
れ
る
屋
台
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
田
原
市
両
郷
（
磯
上
）
に
は
推
定
樹

齢
３
０
０
年
以
上
、
幹
周
囲
４
．
３
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
17
メ
ー
ト
ル
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
巨
樹
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
開
花
の
時
期

に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。
昨
年
、
管
内
北
部
に
あ
る
旧

東
山
道
の
追
分
明
神
に
隣
接
す
る
国
有
林

に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
栽
し
ま
し
た
。
見
頃

を
迎
え
る
15
年
後
に
は
是
非
訪
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

当
地
域
は
、
昔
か
ら
林
業
が
盛
ん
で
、

良
質
な
八
溝
材
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

当
事
務
所
が
管
理
す
る
国
有
林
の
90
％
以

上
が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
、
主
伐

期
を
順
次
迎
え
て
い
ま
す
。
一
年
を
通
じ

て
伐
採
と
植
林
を
循
環
的
に
行
い
、
木
材

の
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
資

源
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
く
上
で
、
作

業
の
効
率
化
、
省
力
化
が
不
可
欠
な
こ
と

か
ら
、
福
島
県
境
の
山
神
国
有
林
で
は
、

伐
採
か
ら
、
地
拵
、
植
付
ま
で
を
高
性
能

林
業
機
械
を
使
っ
て
連
続
し
て
行
う
「
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。当

地
域
は
、
民
有
林
も
多
く
、
県
道
、

市
町
道
、
林
道
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て
、

林
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
一
方
で
、
沢

や
道
下
に
は
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
箇

所
が
多
く
、
片
付
け
が
大
変
で
す
。
ま
た
、

近
年
は
、
林
内
で
共
に
仕
事
を
す
る
人
手

の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
て
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
事
業
予
定
地
の

事
前
調
査
や
境
界
の
見
ま
わ
り
な
ど
の
業

務
は
、
近
隣
の
森
林
事
務
所
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
経
験
で
培
っ
た
技
術
や

知
識
の
あ
る
先
輩
方
と
現
場
に
行
く
機
会

を
生
か
し
て
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

当
森
林
事
務
所
に
来
て
、
１
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
先
日
は
、
隣
接
す
る
茨
城
県
大

子
町
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼
働

を
開
始
す
る
な
ど
、
地
域
の
木
材
需
要
に

大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
管
内
の
状

況
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
森
づ
く
り
、
木
材
供
給

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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